
群馬県みなかみ町

■自治体ＳＤＧｓモデル事業提案
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群馬県みなかみ町

■みなかみ町の概要

 群馬県の最北端に位置し、広大な面積（東京２３区の約１．２倍）の
９０％以上を山林が占める。

 利根川源流の町であり、首都圏の水瓶として流域約３，０００万人
の経済と暮らしを支える重要な責務を担う。

 観光と農業が基幹産業で、首都圏からの近接性にも優れ（東京駅
から最短６６分）、自然の恵みを活かした質の高い魅力（温泉、ア
ウトドアスポーツ、農産物、里山景観と農村文化など）が幅広く存
在することが特徴で、年間約４００万人の来訪がある。

 本町の自然環境とそれをよりどころとしてきた人々の生活や文化
は、自然と人間社会が共生する世界的なモデル地区として、２０１
７年６月にユネスコエコパーク（生物圏保存地域、Biosphere 
Reserves）に登録された。

 人口は、１９５５年をピークに２０１５年には１９，３４７人まで減少。
若者世代を中心とした人口減少に歯止めがかからず、町の活力が
大きく低下しかねない危機的な状況にある。
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※ ユネスコは、ＭＡＢ計画及びリマ行動計画において、ユネスコエコパークで
発展した持続可能な開発モデルの世界的な普及によって２０３０アジェンダの
実施に貢献するとしている。

世界が認めた「ユネスコエコパーク」のまち

■年齢３区分別人口と人口構成比率の推移（1985～2045年）

資料：総務省「国勢調査」

（千人）



群馬県みなかみ町

 面積の９割を占める森林資源を活用し、川上から川下まで一貫した流通システムを「みなかみモデル」
として構築する。

 町内での買い物のほか、エコ活動やボランティア活動等と連動したポイントシステムにより、地域で活
動・消費する意識を高める。

①木材の伐倒から利用まで一貫した林業の六次産業化

■モデル事業の概要①（経済）

森林資源を活用した稼ぐ力の強化と循環経済の確立

▲自伐型林業による担い手を育成

▲流通を促す木材ステーションのイメージ

 単に町内産の木材を使用するだけではなく、将来の森林管理を担う
人材育成をセットにしているところがポイント

 山林所有者や地域住民が主体的に継続して関わることができる「自
伐型林業」を推進し、多様な人材を巻き込んだ担い手の育成を推進
する。アウトドアスポーツのインストラクターなどとの相性もよい。

 町内の民有林のうち約７割を占める広葉樹林の活用といったこれま
での林業分野ではあまり重視されてこなかった分野にもチャレンジ

 国産材にこだわった高級家具メーカーや町内木工職人、製材所、福
祉作業所などと連携して、一貫した流れを構築

■今後の取組（統合的取組と連携）

 自伐型林業による担い手の育成と就労機会の創出

 木工製品の商品化と木材のブランド化

 木材ステーション設置による木材集出荷の仕組み構築

 山林マッチング制度の試行

▲国産材高級家具メーカーと包括連携協定

▲伐倒から製品化までの工程が見える家具
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群馬県みなかみ町

 地域に対する誇りや愛情を育むため、地域の自然や文化など多くの魅力とその重要性などを学ぶ環境
学習を推進

 森林や木との関わりを主体的に考えられる豊かな心を育てる「木育」を推進

 官民連携やサポータ制度によるＳＤＧｓ推進体制を構築

①「ユネスコスクール」の登録

 町内の小中高等学校をユネスコスクールに加盟し、持続可能
な開発のための教育（ＥＳＤ）の場としてユネスコエコパークと
の連携による相乗効果を発揮させる。

■モデル事業の概要②（社会）
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②暮らしに木を取り入れていく「木育」を推進

 ２０１６年７月に「ウッドスタート宣言」を行い、生まれてきた子
供に本町が発祥のカスタネットをプレゼント

 東京おもちゃ美術館と連携して木育キャラバンを毎年開催

地域に根差した特色ある教育の推進と関係人口の増加

▲町内小中学生による環境学習発表会 ▲日本自然保護協会と連携した環境学習

▲林野庁赤谷プロジェクトと連携 ▲町内小中学生は本町の自然を体験

▲町内産材の木のおもちゃで木育を推進

▲生まれてきた赤ちゃんに本町が
発祥のカスタネットをプレゼント▲東京おもちゃ美術館と連携した木育キャラバン



群馬県みなかみ町

■モデル事業の概要③（環境）

①山林所有者や地域住民を主体とした森林・里
山整備の促進

 山林所有者や地域住民自らが森林の管理を行える体制を構
築することで、森林や里山の整備が促進されると同時に、山林
が良好な状態で価値あるものとして次の世代に引き継がれて
いく。

 美しい里山とそれを活用した生活は本町の財産であり、観光・
農林業・教育・健康・福祉・エネルギーなど様々な分野を横断
的かつ有機的に連結し地域を経営する。

森林・里山整備と木質バイオマス利用推進

 水源地である本町の森林を再生・整備することは、森林が有する多面的機能（生物多様性の保全、土
砂災害の防止、水源の涵養、地球温暖化の防止、木材等の生産、保健休養の場の提供など）を持続
的に発揮させるために不可欠

 町内の公共施設や温浴施設、宿泊施設などの大型施設、飲食店などの小規模な事業者や一般家庭
への薪ボイラー・ストーブの導入を積極的に推進

②公共施設や一般家庭等における再生可能エ
ネルギーの導入推進

 広葉樹の活用の一つとして薪（熱エネルギー）は非常に有効

▲町内民間事業者が薪ボイラーを導入 ▲想いを共感し薪の販売を始める業者も

▲自伐グループが薪の利用に関する環境学習

■今後の取組

 薪ストーブ補助金を新設

 導入可能性を調査

 公共施設での普及啓発▲町内に発足した６つの自伐グループが
自らのフィールドで森林整備を開始

▲住宅裏の竹林整備も促進
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群馬県みなかみ町

■三側面をつなぐ統合的取組①（補助対象事業の概要）

①自伐林家の活動支援や木材の流通促進、木育・環境教育推進の拠点を整備
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群馬県みなかみ町

■三側面をつなぐ統合的取組②（補助対象事業の概要）

②ユネスコエコパーク及びSDGｓ普及啓発・推進体制整備
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■統合的取組によって生じる相乗効果
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経済 社会

環境

三側面をつなぐ統合的取組

森林資源の有効活用を促進する

自伐型林業推進拠点・体制整備事業

 町内産木材の安定した買取
と流通の促進

 自伐林家の育成
 副業的な関わりによる年間
を通じて安定した雇用創出

 経済の地域内循環の促進

 本町の取組を応援するサ
ポーターによる関係人口の増
加

 地域住民のサポート強化
 ＥＳＤや木育の推進

 森林・里山整備が促
進される。

 木質バイオマスの利
用・流通促進

【環境→社会】

里山保全が促進されることで、鳥獣害の軽減や美し

い景観の確保など安全で安心な生活環境が確保で

きる。また、人と自然が共生したみなかみらしいライ

フスタイルの提供によるＱＯＬの向上が期待される。

【社会→環境】

地域住民が一体となった環境保全活動が活発にな

ることが期待される。また、環境意識の高まりにより、

将来的に地域の環境を保全していく人材を育成でき

る。

【経済→社会】

自伐型林業に携わる人が増加し、地域コミュニティ

の強化、地域の担い手の確保につながる。

副業的な関わりによる安定した雇用が創出され、移

住定住の促進につながる。

【社会→経済】

関係人口の増加によって本町への来訪が促され、観

光業が基盤産業である本町にとって大きな経済効果

が期待される。

【環境→経済】

町内産材の薪としての利用が促進されることで、化

石燃料等の購入のために地域外に流出していた資

金が地域内で循環する。

【経済→環境】

自伐林家の育成支援によって木材の流通が促進さ

れることで、多面的な機能を有する山林の整備が促

進される。また、山林の価値が見直され将来にわ

たって価値あるものとして引き継がれる。
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■自律的好循環

ビジネスを通じた社会的課題解決、域内での循環型経済の進展、地域の人的資産
の交流等を通じて、地域の経済・社会・環境システムの自律的好循環を創出する。
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搬出された木材をしっかりと活用し経済的に流通させる（併せて木材のブランド化を推進する）ことで、
山林所有者や林家に安定的な収入が見込めるビジネスの手法による社会的課題解決である。
また、エネルギーの地産地消の推進など、地域内経済循環を推進することで、補助金等に頼らない
自立自走が見込める取組である。

経済（財政）的な視点

里山の整備を人任せにするのではなく、山林所有者や地域住民自らが行えるようにすることで、活
動の輪が広がりやすく次の世代に継承されやすい仕組みである。
また、みなかみらしいライフスタイルの提供や安定した雇用の創出につながり、移住・定住促進にも
結び付く。木育や環境教育を推進することで、将来の地域リーダーの育成にも寄与する。
また、都市部住民との交流も促進され、地域を超えた取組となる。

森林整備を世代を超えた長期的な視点で行うことで、一時的ではなく継続的に収入を得つつ、将来
的に残された山林の価値そのものを高めていく取組である。

環境（森林）の視点

社会（人材）的な視点


